
























































































































































































































































































































































































































































































































チーム名 文 化 科 学 施 設 スポーツ 総 合施 設 名
1号館 ○
展望ラウンジStepOVer 1号館 ○ ○
地下演習室 2号銘 ○
バーチャルリアリティセンター 3号館 (3-301) ○
日本常民文化研究所 9号館 ○
常民参考重 9号館 ○
学食 (カルフールシフォン) 10号館 ○ ○ ○
10-41.42講堂 10号館 ○
工学部建築学科構造材料実験室 12号館 (12-ll) ○
図書館 15号館 ○ ○
留学課 16号館 ○
セレス トホール 16号館 ○ ○ ○
教職課程指導室 17号館 ○ ○









マクドナル ド 21号館 ○
リハーサル室 22号館 ○
トレーニングジム(健康科学スポーツセンター) 22号鋸 ○
コンピューター演習室 23号館 (23-103.109) ○ ○
工学部応用化学科山村研究室 23号館 (23-801.808) ○
法科大学院 24号館 ○










チーム名施設名 文 化 科 学 施 設 スポーツ 総 合 備 考
バーチャルリアリティセンター 3号館 (3-301) ◎7/7 ◎7/7
日本常民文化研究所 9号館 ◎7/4
学食 (カルフールシフォン) 10号館 ◎7/6 ◎7/6
10-41.42講堂 10号館 ◎7/8
工学部建築学科構造材料実験室 12号館 (12-ll) ◎7/15







トレーニングジム(健康科学スポーツセンター) 22号館 ◎7/6 ◎7/6
コンピューター演習室 23号館 (23-103.109) ◎7/6
工学部応用化学科山村研究室 23号館 (23-801.808) ◎7/6















てい るのではないか と思 った くらいで
す｡ ･中学生は色々と考えているので,
それを言う機会をたくさん中学生に与えてあ
げることは大切だと思いました｡
しかし時には,生徒たちがやる気をなくすこ
ともあったようだ｡別の学生は次のように報告
している｡
時折彼らがダラけたり,やる気がなくなっ
たりした｡その時には何とかやる気を出させ
ようと,資料を充実したものにしたり,遊び
心を加えたりした｡また仲を親密にし,信頼
関係を創るために,学校のこと,部活のこと,
普段のこと,先生のこと･ ･など,たくさ
んの話をした｡
すべての学生に共通した思いは,ある学生の
次の言葉に集約されているだろう｡
生徒のみなさんの活動を陰から支え,少し
でも役に立てたらと思い,(プロジェクトに)
取 り組んできました｡日を重ねるにつれ,坐
徒とも親しく接することができ,とても楽し
く活動することができました｡
ただこの時期になると,時間調整の関係で活
動に支障をきたす学生も出てきた｡とりわけ時
間割がタイトな学部の学生は,生徒との面会に
時間を割くことが難しかったようである｡幸い
なことに各チームにそれぞれ1人はなんとか時
間を都合できるメンバーがいたおかげで最後ま
で持ちこたえられたが,残された学生の負担は
大きかったと思う｡今思っても薄氷を踏むよう
なプロジェクトであった｡
この第 2段階の反省点としては,学生と生徒
の共同作業についての経過報告を聞くことがで
きなかったことである｡第 1段階と同様,学生
たちが一堂に会する時間がもてないこともあ
り,生徒との関わりの実態,そこでの試行錯誤
や成功と失敗の体験を,鈴木や河上を含むメン
バーで共有し,分かち合い,語り合うことがで
きていれば,学生の学びはもっと深まったに違
いない｡ある学生は次のような不満を述べてい
る｡
生徒たちをどのように指導･支援 していけ
ばよいのかわからなくなる時があった｡私達
が計画してきたものをやらせたり,私達が作
ってきた資料を見てもらったりするのは一方
的過ぎるので,何か違う方法があるか模索し
たが,なかなか良い答が浮かばない｡そうい
った時に,中学校の教師や大学側の教授と学
生の意見交換や相談ができるような場を設け
て欲しかった｡
この学生の言う通りである｡学生と中学校お
よび大学の教員が折に触れて会合を持ち,生徒
の反応や行動の解釈について,学生と生徒の支
援的関係のあり方について,今後の方向性や課
題について,話し合うことができていれば,プ
ロジェクト自体の実もあがったであろうし,何
より私たちが狙っていた学生の学びと成長はも
っと促進されたに違いない｡この接点をしっか
りと計画に組み込むことができなかったことは
返すがえすも残念であり,大いなる反省点であ
る｡
(2)生徒の活動
この間,生徒の側は,大学生と接することが
できて,とても楽しく感じていたのである｡生
徒たちが書いた感想はおおむね次のようなもの
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である｡
○○さんがとてもいい人でよかった｡楽し
かった｡
神大の人たちと一緒に話し合いができて,
ずいぶん計画が進みました｡これから先がど
んどん楽しみになってきました｡
この辺が中学生側からの見方と学生の感じて
いたこととのギャップであったらしい｡学生の
感じていた漠然とした不安や戸惑いの原因のひ
とつは,生徒の能力や,生徒の年齢からくるム
ラツ気や不安定さについて十分な認識がないこ
とである｡もうひとつは,学生が中学時代に,
問題解決的な学習や活動的な学習を体験してい
ないということにあるだろう｡問題解決的な学
冒では,もたもたしていたりぐずぐずしていた
りしながら,学習問題の核心となるあたりにう
ろうろと時間を費やしていくことがよく見られ
る｡そして,そのことが大切である場合が多
い｡
ともかく,中学側の指導者としては何の不安
もなく活動を進めていた｡ただ時には,｢中学
生なんてそんなもんだよ,上出来,上出来｣と
か ｢大丈夫,あの子たちは最後にはしっかりや
るから｣などという,学生に対する声かけが必
要だったかもしれない｡そのあたりは,大学生
を指導したことのない中学校教員側の大きな課
題と言える｡
この時期の活動は,私 (鈴木)と学生のメー
ルでのやりとりにより進めていた｡たしかに日
程の調整は難しく,こちらの総合的な学習の時
間に,学生が空いているということはほとんど
なく,放課後や休み時間を利用して打合せを実
施した｡これは,両校が徒歩15分の距離にあっ
たからこそ可能であった｡
中学校の教室に,入れ替わり立ち替わり学生
が出入りしている状態は,たいへん珍しい光景
でもあるし,楽しいものであった｡中学教師は
生徒の学び ･学生の学び一中大連携の試み
多忙であるので,しばらくは学生のリーダーと
中学生のリーダーに任せきりでいた｡
調整を繰り返しながら行なわれた下見ツアー
を経て,グループごとに大学訪問を実施してい
く中で,中学生のモチベーションは飛躍的に高
まった｡
神大はすごい｡グランドや体育館が広かっ
た｡この施設のすぼらしさを,ツアー客に伝
えたい｡
僕は,工学部系の施設に行きました｡すご
い機械があり驚きました｡僕も絶対に大学に
行きたいという気持ちが強くなりました｡あ
の設備についてわかりやすく説明できるよう
にがんばりたいと思います｡
7月のグループごとの訪問を終えてかえって
きた生徒に声をかけると,｢ばっちりですよ｣,
｢もう大丈夫｣などという声が返ってきていた
ことを思い出す｡
今からふり返ると,この6月の動きは大変な
状況であった (やっているときはそれほど感じ
なかったが)｡少しでもその雰囲気を知ってい
ただくために,ある日の学生と鈴木とのメール
のやりとりを再現してみよう｡朝からPCに張
り付いてメールのやりとり,携帯電話も駆使し
ての学生との連絡の毎日であった｡
<6月〇日> S-学生 T-鈴木
S-T
キャンパスツアー担当の○○です｡連絡が
遅くなりましたが,明日キャンパスツアーの
下見をする予定です｡生徒達はそのつもりで
いると思うのですが｡連絡不足ですみません｡
控え室などの準備が完全でないのですが,ツ
アーの段取りはできているので大丈夫かと思
います｡詳細は明日,電話で連絡させていた
だきます｡
<このメールは退勤後の送信で,私は翌朝
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見ることになった>
神奈川大学心理 ･教育研究論集
T-S
何時にどういう約束ですか?一応授業の一
環ですから,いろいろ難しい問題もあるし,
すぐお返事ください｡校長には許可を取りま
したが,生徒を校外に連れ出すのは校長の許
可が必要ですし,保護者の理解を得る必要が
あります｡注意してください｡
S-T
15:00に図書館の方に案内してもらう予定
なので,それに間に合うとうれしいです｡
T一 S
14:50に1号鋸の前でいかがですか?生徒
も今日打合せがあるとは認識していませんで
した｡子どもは何度も確認しないと難しいで
すね｡かなりしっかりした生徒なのですが｡
これもみなさんの勉強です｡でも,私と松本
中の校長だからOKでましたけど,普通だっ
たらプロジェクト自体が危うくなっちゃう
よ!
S-T
今日はご迷惑をおかけしてすみませんでし
た｡今,下見を終えて生徒達を学校に帰しま
した｡すごく楽しくまわることができました｡
次回もまた,決まり次第なるべく早く報告し
ますのでよろしくお願いします｡今日は,本
当にありがとうございました｡
T-S
子ども達は大変疲れていたようです｡あれ
で,結構緊張しているものです｡そういうこ
とを配慮していくことも校外で学習させると
きのポイントなのです｡ともかく今日はあり
がとう｡
一日でこの有様である｡しかもこれはある-
つの班のやりとりだけである｡全部で5班ある
ので,6-7月にかけて,ほぼ毎日こんなやり
とりが続いたのであった｡もちろんこの間にも
通常の授業や業務がある｡この日は,休み時間
に学校を駆け回り,生徒と確認をとり (生徒は
いろいろなクラスに散らばっているので),校
長の許可をとり,学年の教師や担任,参加生徒
が所属する部活動の顧問に謝りながら了解を取
り,保護者-の連絡は生徒から手紙をもたせる
ことにし,と一気に校内処理を済ませて14:30
には授業終了とともに生徒を送り出した｡
しかし生徒がすごく楽しみにしている活動で
あり,他の中学校では経験できない学びの場で
あると思っていたから,たいした苦痛にも感じ
ず,むしろ生き生きとサポートできたと記憶し
ている｡
4.第3段階 :キャンパスツアーの実施
(1)キャンパスツアーの様子と学生の感想
こうしてキャンパスツアーの下準備を終え,
学生も生徒も夏休みに入ったが,9月下旬から
10月上旬にかけて各チームの学生は,中学校を
数回訪問して資料作 りや説明内容の確認を行な
ったり,直前にリハーサルを行なったりして念
入りな準備をした｡パンフレットも素晴らしい
ものが用意された｡
そして10月8日,キャンパスツアー当日がや
ってきた｡雨もよいの薄寒い日であったが,中
学生たちは用意した旗を掲げて,元気よくキャ
ンパスツアーに出発した｡ツアー参加の保護者
や地域住民が少なかったのが残念だった｡少な
くとも各チームに10人程度の参加者が欲しかっ
たのだが,少ないチームではたった3人の参加
者に5人の生徒が説明に当たる結果になってし
まった｡
とはいえキャンパスのあちこちで,中学生た
ちが十分に準備をしたことがわかる自信にみち
た態度で,大人を相手に堂々と説明している様
子は感動的であった｡同一時間帯にあちこちで
キャンパスツアーが行なわれているので,すべ
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てを観察することはできなかったが,携帯電話
と分刻みのスケジュール表を片手に進行状況を
確認しつつ,いくつか同行してみた｡工学部の
化学実験室の前では用意した模造紙を広げ模型
を使って,その研究室で行なっている研究につ
いて説明をしてみせていた｡図書館やジムでは,
まるで自分の部屋のように設備や機能を案内し
ていた｡法廷教室では,生徒たちが裁判官,檎
辛,弁護士,被告に扮して模擬裁判を実演して
いた｡
そしてその生徒たちの姿をみつめる学生たち
のまなざしの優しさと晴れやかさ｡学生たちも
この目を迎えてそれまでの苦労が吹き飛んだこ
とだろうが,私 (河上)も生徒と学生双方の様
子を見て,このプロジェクトが一応の成功を収
めたことを確信した｡
何よりも感動的だったのは,学生が生徒の成
長を目の当たりにしたことを心から喜んでいる
ことであった｡
最初-･会ったときは,少し頼 りない部分
があり,正直,このメンバーで本番までに何
とかできるのかな,と思っていたが,中学生
の成長ぶりには本当に驚かされる｡最初は人
前で話す以前に,私達大学生と話をするのに
も緊張がみられたのだが,今日の本番では予
定になかったアドリブで笑いをさそったり,
私の想像以上の発表ができていた｡
自分のグループには比較的元気の良い子た
ちが揃っていて,今日のキャンパスツアーで
きっちりやってくれるか,というわずかな不
安がありました｡しかし,彼らはリハーサル
よりもはるかに素晴らしく,たくましい態度
で,本番をクリアしてくれました｡自分が思
っている以上に,生徒一人一人は,各自の役
割を理解し,周到な準備を進めてくれていた
結果であると思います｡生徒の成長を見れた
ことは,とても貴重な経験だと思います｡
生徒の学び ･学生の学び-中大連携の試み
この数ヶ月,5名の生徒達と触れ合って,
生徒達の成長を目にすることができ,大変良
い機会を過ごせたな,と思います｡
そうなのだ｡数ヶ月という期間の中で,キャ
ンパスツアーという一定の目標に向けて活動を
組織していく過程を共有したからこそ,生徒た
ちの成長に気づくことができたのである｡これ
は2-3週間の教育実習では体験することので
きない感動であろう｡そして生徒の成長を実感
できることこそが,教育の原点であり教育職の
醍醐味なのだ｡
(2)生徒たちの活動と感想
キャンパスツアーの実施に先立つ9月に,紘
合的な学習の時間 ･｢地域学習｣の学年発表会
があり,キャンパスツアーのグループにも取組
みの途中経過を報告してもらった｡生徒は,写
真等を使って発表したり,クイズを作ったりし
た｡科学チームは習ってきた実験をして見せた｡
どのチームも神奈川大学の魅力を実に楽しげに
語っていた｡
いよいよツアー直前になると,何度も打合せ
をしたり,大学に行ってリハーサルをしたりと
いう活動を行なっていた｡この間の連絡もまた
学生とのメールである｡この時期,2学期制の
松本中学校では学期末にあたり,期末テス ト,
成績処理等が入り,しかも体育祭というとても
大きな行事があって,中学校側は混乱を極めて
いた｡そのため学生との約束を忘れてしまった
こともあった｡それでも,なんとかこのプロジ
ェクトを成功させようという相互の ｢思い｣が
あって,乗り越えることができた｡この直前期
での学生たちの対応には心から感謝している｡
生徒が作成した保護者むけ案内のメッセージ
を紹介しておこう｡
【文化 ･芸術コース】
私たちのコースは,神奈川大学の文化や芸
術に関連するところをご案内します｡神大に
しかない常民文化研究所や語学教室,ボラン
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ティア支援室などを見学します｡楽しいツア
ーにしますので,みなさん見に来てくださ
い｡
【科学 ･理科コース】
理系の設備が少ない横浜キャンパスにも高
度な科学技術を集めた設備があることをご存
じでしょうか｡僕たちKM (注 :神奈川大
学 ･松本中学校の略)プロジェクト科学チー
ムは,神大の山村研究室での電子レベルの実
験や,迫力あるCG映像 ｢バーチャル地球史
博物館｣などの施設を紹介します｡
【スポーツ･健康コース】
私たちスポーツ ･健康チームは神奈川大学
のスポーツジム (一般の方にも開放していま
す)や保健室 (といってもすごく大きいです
が)などの,スポーツや健康に関する施設を
案内します｡一生懸命ガイドしますのでぜひ
おいでください｡
【施設コース】
僕たちは,神奈川大学の特色ある施設を案
内します｡案内する際には,工夫した発表を
予定しているので,ぜひ参加 してください｡
お待ちしています｡
【総合コース】
僕たちは,神奈川大学にあるさまざまな施
設について学びました｡めったに見ることの
できない施設も見学させてもらい,とても勉
強になりました｡学習 したことを生かして,
▲キャンパスツアーを終えて
精一杯ガイドしたいと思います｡
そして,ツアーガイドマップやパンフレット
も完成し,いよいよキャンパスツアー当日を迎
えたのである｡
前述したように,当日は中学生がとてもがん
ばり,説明の内容も方法も充実したものだった
ので,ツアーに参加した人たちは非常に感動し
たようである｡
キャンパスツアーに参加した保護者の感想を
掲げてみる｡
【文化 ･芸術コース】
身近にありながら,初めて神奈川大学にお
じゃましました｡研究資料の数々をみせてい
ただきとても興味深 く見学させていただきま
した｡生徒の説明する様子からは,これまで
の学習で一生懸命努力してきたことが伝わり
ましたし,生徒を見守りサポー トしてくださ
る学生さんや研究室の先生の温かいお気持ち
が,保護者として,とてもありがたく思いま
した｡
【科学 ･理科コース】
近くでありながら入ることがなかった大き
な施設をみせていただき,おもしろかったで
す｡松中生,神大生との交流の中で,本格的
な実験や施設を見ることで,将来の展望がも
てたらいいですね｡
【スポーツ ･健康コース】
普段,あまり見ることのない大学内を見学
させていただけて,とても楽しかったです｡
松中生の説明や対応も素晴らしく,また,足
りない部分を大学生がカバーしてくれて良か
ったです｡室内プールやジムは一般に開放し
ているということなので,一度利用してみた
いと思いました｡
【施設コース】
原稿を見ることなく,自分のことばでわか
りやすい説明でした｡いきいきとしたようす
から,神大に憧れを抱いている様子｡｢将来,
神大に来たい?｣と聞くと,｢はい,でもそ
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の前に高校入試がありますから･ ･｣との
こと｡将来に夢と希望をもっている子ども達
に,力強さを感じました｡前向きな子ども達
の姿勢に,拍手 !
【総合コース】
総合ということで,広 く浅く･ ･のイ
メージでしたが,そんなことはなく,各々の
場所について,とてもわかりやすく要点を押
さえた説明で,よく調べてあるなあと感心し
ました｡模擬裁判も,よく考えられていて楽
しかったです｡神大に通って学習していると
きも,きっととても楽しかったのだろうと感
じられてよかったです｡
こうして,参加者はやや少なかったものの,
好評のうちにキャンパスツアーは終了した｡
さてツアー終了直後の生徒の感想をいくつか紹
介しよう｡
中学生である僕たちは,まだ,大学という
ものの全体がよく見えていなかった｡しかし,
学習を進めていくうちに,その全貌がわかっ
てきて,そのスケールの大きさに率直に感動
した｡7月に入ると神大の学生の方と打ち合
わせをするようになった｡自分たちよりも年
上の学生の方と話すと思い緊張 していたが,
担当の方はとても親切で,僕たちの知らない
世界を教えてくれたので,その後の学習の進
みがよくなった｡実際に神大へ行って様々な
体験 (セラミックや化学実験)をした｡中学校で
はできない貴重な体験をさせてもらってうれ
しかった｡
はじめは少しかたくて,自分自身大丈夫か
なと思いましたが,僕が案内した常民文化研
究所をきちんと理解してもらえたと思うので
よかったです｡練習ではつまってしまったり,
学生さんに背を押 される場面もあ りました
が,ほぼ予定通 り案内することができてホッ
としました｡ここまでくるのに多大な時間を
生徒の学び ･学生の学び一中大連携の試み
使いました｡6月頃から学生さんと共に神奈
川大学内をまわり,まず自分で理解 しようと
努めました｡そして,ツアー本番のために何
度も打ち合わせをして当日成功させることが
できたので,うれしく感じました｡
これらの感想を読むと,6月から少 しずつモ
チベーションが高まり,神大への理解や学生と
の交流も深まっていった様子が感じられる｡
その後も中学生の学習は続き,11月に全校発
表会で学習成果を報告 した｡科学チームを中心
にパソコンを使って体育館でプレゼンテーショ
ンを行なった｡
最後に,彼らが高等学校受験に際し作成した
｢自己PR書｣3)に書いたものを紹介したいと思
う ｡
神奈川大学 との連携事業に参加 したこと
は,自分の進路を考える点においても,大学
の魅力を知ることができた点でも,本当に貴
重な体験でした｡
松本中学校では,総合的な学習の時間がと
ても盛んです｡中でも,神奈川大学との連携
事業がとても印象に残っています｡これは,
大学生と一緒にキャンパスツアーを企画した
ものです｡この経験により,より大学に進学
したいと思うようになりました｡
ここには,二人分の短い文のみを掲載したが,
キャンパスツアーの企画に参加 した全員が,高
校進学にむけての自己PR書に,このプロジェ
クトの体験を書いている｡そして,全ての生徒
が,｢大学に進学 したいと思うようになった｣
という趣旨を述べている｡自己PR書では,ほ
んの数行のスペースに,自分たちの中学校3年
間での体験を善 くのだが,その中に全員がこの
キャンパスツアーを取 り上げたということは,
少なくとも生徒にとって非常に強烈な印象を残
した学習であったということができる｡またそ
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れが彼らの進路選択に大きな影響を与えたとい
う事実は,中学生という時期の学習の成果とし
て見逃すことができない｡
あわりに
こうして 1年後に学生と生徒の活動を振 り返
ってみると,学生に対する感謝と敬意を新たに
せざるを得ない｡単位にもならず,成績にも関
係なく,何の報酬も得られないとわかっていな
がら,忙 しい日程をやりくりして学内諸機関と
の交渉に走 り回り,生徒との手さぐりの共同活
動を進め,そして生徒を励ましつづけて素晴ら
しい成果を生み出してくれた｡
そして私たちの意図した通り,交渉相手を納
得させ,同意や協力を引き出すことの難しさを
身をもって経験し,そのことの意味も後になる
ほど理解 してくれるようになった｡教職課程の
学生にとって何より収穫だったのは,生徒の自
主性を尊重しつつ側面から支援するという困難
な体験をもっことができたこと,そしてその報
奨として生徒の成長と自発性をその日で確認す
ることができたことであろう｡
協力 してくれた10人の学生 (うち9人が教職
課程履修者)のうち2人が教員採用試験を現役
合格 し,4人が教職浪人の道を選んでいる｡彼
らにとって,このキャンパスツアープロジェク
トを最後まで遂行 したことが,そしてその過程
で経験 したさまざまの努力や苦労が,今後の職
業生活の上に少 しでも役立つことを祈ってい
る｡
最後に,この企画に振 り回されつつ協力して
くださった学内のさまざまの組織 ･施設･機関
の関係者に改めて深い感謝を捧げたい｡4)
1)神奈川大学の学生の活動は河上が,松本中学
校の生徒の活動については鈴木が執筆した｡
2)以後引用する学生の言葉は,キャンパスツア
ーの下準備ができた7月と,キャンパスツア
ーが実施された10月8日に学生に書いてもら
った感想文である｡
3)神奈川県公立高等学校入学者選抜に際し,前
期選抜で行われる面接検査に参考とする資
料｡生徒は中学校での取り組みや活動の成果
などの自己アピールを書いて提出する｡
4)この企画が好評だったので,翌年も同様のキ
ャンパスツアーが実施され,保護者 ･地域住
民の参加者も40名に増加した｡
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